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　 Each　family　member 　desires　to　have　 a　healthy　 arld 　 comiortable 　lifestyle　iIl　terms　 of　 clQtl 血 lg

practices，　The　purpose　of 　the　questionnaire　is　to　assess しhe　reformed 　ciothing 　practices　of　aU 　famili

members ．　The 　tota【nuInber 　of 　subjects 　 was 　2，．179　for　bo漁 sexes 　from　10　to　98　years 　old ．　The 　mean

scale 　v詛ue 　Ibr　each 　queshon 　was 　calclllated 、　Based　on 　fact，or　analysis 　using 　2．5　questions，　four　factors
were 　interpreted 、　 The 　 mea 皿 factor　 score 　 and 　 scale 　 vallle 　for　 each 　 age 　 grollp　for　both 　 sexes 　 were

discussed．
　 The 　results 　 aI

’
e 　as 　fol亘ouas ：

　 1．For　male 　and 　fe皿 ale 　sublects
，
　the 　mean 　of　scale ．

　value 　related 　to　personality　traits　is　larger　than

the 　scale 　v εしlue　related 　to　fashion．　Everyone　desires　clothing 　that　retlects 　their　individual　personality，

Gender 　inequa亙ity　for　 clothing 　practices 　shomed 　that　males 　over 　40　years　 of　age 　did　not 　take　pa ヱ
鹽t　in

cl  thing　se 】ection 　alld 　did　not 　elOoy 　their　clothing 　rolltines ．　It　was 　conduded 　that　all　people 　must 血 d　a

way 　to　eIljoy 　the血　own 　clothing 　rollt，ines　and 　to　feel　satisfied 　that　their　clothing 　rollUne 　practices

re 旦ect 　their　individuality　and 　personality．

　 2．The 　 cu エnulative　percelltage　of 　four　factors，
“
comfort 　desired，

”‘Cdesired
　body 　type，

”“
trad丘Uon 　for

reformed 　clothing 　routinesl
”

and
“
血 dividu詛ity　for　re 拓   ed 　rou 恒nes ，

”
was 　84．3．

　 3．
“
CQInfort　desired

”
increased　with 　age 　for　both　sexes ．　As　the　percentage 　of　this　factor　was 　40，　it

was 　concluded 　that　famiLy　rneInbers 　desire　wearing 　comfortabil 　tty．

　 4．The 　higl1巳st　value 　 of
“desired　body　typ ビ was 　foulld　to　be　the　16−year−old 　age 　group，　f｛｝r　both

sexes ．　In　female　stibjecttg 　this　decreases 　With　age ，　but　 Ina 】e　subjects 　i皿 　the　4 一60−year −age 　group
showed 　an 　increase ．　Most 　of 　these 　results 　were 　related 　to　leSs　length

｝
　m田 st　aIld　hip　girth　ra恤 er　than　to

height，

　 5．For　both　sexes
，

’Ltradition
　for　 refo 置

’
med 　c；lot．hing　 routines

”ilicreased　With　 age ．　Resul七s　 shuwed

gender　specific 　practices　and 　genera廿ona 正differences．

　 6．“Individuality　 for　 re 『ormed 　 I
’
outines

”
showed （gender　 specific ） practices　 and 　 generational

differences、　The 　16　and 　20−year−Dld　male 　gro／lp　recorded 　the　l｝lghest 　vahle ，　while 　the　60−year −old 　group
recorded 　the 　lowest 　value ．

　 7．Female　sub ，iect，s　had　larger　factor　scores 　tha皿 their　male 　cQunterparts 　for　each 　of 　the　four　factors．

　　　　　　　　　　　　　 （Reeeived　November 　4，2000 ；Accepted 　ln　revised 　form　May 　21，2001）

Keywr ）rds： farnily家 族，　 clothing 　被 服，　 factor　要 因，　 bod：　 体，　 gender 　性 別，　 weari   com −

fbrtab丗 ty　　着xt ・地 ．

　 1．目　　的

　乳児か ら高齢者に 至 る まで ，家族員 の 衣生活行動 は

多岐 に お よん で い る ．衣生活行動 と して の 被服 の 調達 ・

着装 ・収 納 ・手入れ ・保管 ・再利用 ・処分 などの 行為

は，従来各家族員が 相 互 に影響さ れ な が ら合理的 に家

庭内 で 調 整 さ れ て きた ．しか し
，

核 家 族 化や 家族 の 流

動化，独居高齢者の 増加などの 家族形態の変化
D
，生

活 や ラ イ フ ス タ イ ル の 多様化に伴 っ て ，今後衣生 活に
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表 1．衣生活 に関する質問調査 の 項 目内容 表 2．調査対象

質問内容
質問
　　　　 内容分 類
番号

年齢　年齢範囲 （歳）　　男子　　女 子　　 言1

ウエ ス トの ゆ と り

着心地

保 温 性

通 気性

背 の 高 さ

腰 の 太 さ

脚 の 長 さ

胴 の 太 さ

8123

．
4567

　

222

　

1

ー

工

玉

着 心 地

体つ き

06000000011234567810・− 1516
〜1920
〜2930
・一．3940
〜4950
・− 5960
・・−6970
〜798

（ト 98

1111021671101101339712461］07131

］45177130139107120108

218233312287240272204244169

被服 の しきた り家 族 か ら

外 出着 と して 和服

ア イロ ン ・つ くろ い 方家族か ら

自分 で和服 着 られ る

3
　　　 家族 か らの

ビ1
　　　 衣文化伝承
26
　 　 和 服 へ の な じみ
27

合計 1，015　　　1，⊥64　　　2，179

ご と に 検討 し，衣生活行動 を 広範囲に と らえ よ う と し

た調査 は見 当たらな い よ う・で ある．

流行　　　　　　　　　 　　　 9

申 し分 の な い 被服高 くて も　　　 ユO

個性　　　　　　　　　　　　　13

格 好 良 く気 に入 っ た デ ザ イ ン 　 　 18

あきの こ ない デザ イン 　　　　　 20

季節 に 伴 う出 し入 れ 自分 で 　 　　 6

手入 れ しやす さ考慮　　　　　　 上9

不 用被服 つ くりか え再利用　　　 24

彼服 の 手 入 れ 自分 で 　　 　　 　 25

　 流行

格好 の 良さ

　 個 性

被服管理

再利用

手入 れ

家 族 の 意 見 を参考 に購 入

自分 の 被服 は 自分 で選 ぶ

注 文 一手づ く り服

既 製 服

⊥

212

　

　

11

被服購 入

自分 で

既製服

か な りの 変化が予測 され る
’ ：

。本報は 自立した個人 の

生 き方 を尊重 し，お互 い を 攴 え合 う家族
t”

と して ，各

家族員が健康 で 生 き生 き と心豊か な衣 生活 を 過 ご せ る

よ う，衣生活 の 向上 をは か る た め の 基礎資料を得る こ

と を目的 と して い る．衣生活 に 関す る質問紙調査 を行

い ，衣生 活行動の 現状 を とらえ よ う と試 み た，大村

は
5
衣 牛活 の 情報 に着目 し，三世代 同居家族男女 を対

象 に 調査を行 っ て い る ．岡 田 は
4’
娘 ・母 ・祖母 の 三 世

代成人 女子 にみ る衣生活行動 を と ら えて い る．また熊

谷 は
5 ’

母 親の 着装行動か ら み る親 1擱 係に つ い て幼稚

園児とそ の 母親を，着装 の 選択 と購買行動 に 係 わ る 家

族影響を女子学生 とそ の 母親を対象に 調査 し報告 して

い る．しか し こ れらは衣生活 の 情報 に ターゲ ッ トを 絞

っ た り，女子 の み を検討 した もの で あ っ た りで ，本報

の よ う に 10 歳 か ら 98 歳 と広 い 年齢層 の 男女を各年齢

　2 ．対象 と方法

　東京都内お よびそ の 近郊の 大学の 色 々 な専攻に在学

す る学生 とそ の 家族 およ び 知人 を対象 と し，留置法 に

よ り 1996　一一．19．　98 年に 質問紙調査 を実施 した ．質問内

容を表 1 に 示す．すなわち，着心地 に 関す る 4 項 目，

体つ きの 意識 に関す る 4 項目，家族か らの 衣文化伝承

と和服 へ の な じみ に 関す る 4 項目，流行 と格好 の 良さ

に関する 4項日と個性に関わ る 1項冖，被服の手入れ ・

管理 と再利用 に 関す る 4 項目，被服 の 選択行動 に 関 わ

る 4 項目の 合計 25 項目で ある． L年を通 じた衣生活

を考え て 回答 して も ら っ た．なお ，女子に つ い て は こ

れ らに ，フ ァ ウ ン デ
ー

シ ョ ン の 2 項日 （問 5 ・問 7）

を追加 し て い る が こ こ で は省 くこ とに し た．各項 目 の

回答 を 4 段階の 評定尺度値に変換 し解析を行 っ た．例

えば，問 3 の 「冠婚葬祭な どで の被服 の し きた りに つ

い て 家族の 人 か ら教わ りま し た か」の 回答，「教わ ら

なか っ た」に
“ 1”

を，「少 し教わ っ た」に
“
2”

を，「か

な り教わ っ た」 に
“3”

を，「沢山教わ っ た」に
“
4
”

を

与 えて い る．「〜が気に な りますか」1〜を考慮 し ます

か」「〜を着用 し ますか」の 質問に つ い て も，回答

「気に な らない ，考えな い ，着用 しな い 」 に
“
1
”

を，

「少 し気に な る ，少 し考える ，た まに 着用」 に
“
2
”

を
，

「か な り気 に なる ， かな り考え る
， かな り着用」に

“3”

を，「大変気に な る，よ く考え る，い つ も着用」に
“4”

を，他 の 項 目 も 同様 に 程度順 の 4段 階 の 評定尺 度値 を

与え た．

　表 2 は調査対象を示 し た もの で あ る．10歳以上 15

歳 まで を グ ル
ー

プ 10歳，16− 19 歳 を 16 歳 ，20 −− 29

10 （606）
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歳 を 20歳，同様に 30歳，40歳，50歳，6G歳，70歳，

80 歳以上 98 歳ま で を 80歳 と した ．得られ た 有効総

数は 2，179名で あ る ．各年齢男女別に各質問項目の 評

定尺度値の 平均値 ・標準偏差 を求め，分散の 検定後，

相隣る年齢間お よび各年齢の男女間で平均値問の 差 の

有意性の 検定を行 っ た．男女 を
一

括 して 25 項目を用

い て 因子分析を行 い ，抽出因子の 因子得点を求めそ の

平均値に つ い て も同様に各年齢男女別に とらえ検討 し

た ．因子分析は相関行列に基づ い た主因子法 （繰 り返

しあり）で
，

バ リ マ ッ ク ス 回転後の 因子パ タ ン を用 い

た．

　3．結果お よ び考察

　（1） 各質問項 目の 評定尺度値の 平均値

　表 3 は質問 25項 目の 評 定尺 度値の 平均値 ・標準偏

差 お よ び その 検定結果を示 した もの で ある ．こ こ で は
，

興味ある挙動す なわ ち ， 男女 で 変化傾 向が大 きく相違

す る もの や，加齢に伴 う変化傾向に特徴の み られ るも

の をい くつ か取 り上げ図示 し検討す る，

　図 1 は，問 1の 「外出着 を購入す る時，家族の 人 の

意見を参考に しますか」 と，問 2 の 「自分 の 被服 は自

分 で選ん で購入 しますか」の結果 を示 した もの で あ る．

横軸に年齢グ ル ープ，縦軸に評定尺度値を とり，男女

別 に示 し て あ る．両項 目の 平均値の 年齢に よ る推移は

男女共 に拮抗 して い る．男子 につ い て み る と
， 問 1 は

10・16歳間 で有意に減少 し 20歳で 最小値とな り家族

の 意見 をあ まり参考に しな くな る が，そ の 後 20 ・30

歳間 と 30・4G 歳間の 有意 な増加 で 家族 の 意見 をかな

り参考 に す る よ う に なる．問 2 で は 10 ・　1，6歳 間 で 有

意に増加し，自分 で 主体的 に選ん で 被服 を購入 して い

る の に，30 ・40 歳 間で 有意 に 減少後横 ば い とな り消

極的に なる．女子に つ い て み ると，問 1 は 10 ・16 歳

問 で 有意に減少，70 歳以 降は増加傾向を示す．加齢

に よ り自立が 不可能とな る女子は人 に頼 っ た衣生活行

動を起 こ して い る．問 2 は 10・　16　tw問，16・20 歳間

で 有意に増加 し 自分で購入する ように な る が ，50 ・60

歳問 と 70 ・80 歳問 で 有意に 減少する．問 1，問 2 と

もに 16歳で は有意な性差は み られな い が そ の 後，女

子 は家族の 意見 を参考にせ ず主体的 に選択 して 購入す

る ようになる．男子 は 30歳か ら 40歳で 有意な変化を

示 し女子 に被服購入 を頼 っ て い る 現状 が 明 ら か に な っ

た．

　図 2 に示す，問 3 の 「冠婚 葬祭な ど で の 被服 の しき

た りに つ い て 家族 の 人か ら教 わ りま した か 」 に つ い て

表 3−1．各質問項 目の年齢別 ・性 別評定尺度値 の 平均値 ・標準偏差

質問項目 間　 1 問 　 2 問　 3 問　 4 問 　 6 問　 8 問　 9 間 10

年 回 M FM FM FM FM FM FM FM F

又 2．01 槲 2．432 ，34221 ．74L761 ．011 ，01L57 榊 2．092 ．35 糊 2．752 ．092 ，311 ．77 寧 1．96
10
　 　 S．DO ，89094 童．12Lo8o ．820 ，740 ．旦 0．10 ，851 ．oδ o．70 ，580 ．840 ．920 、70 ．64

榊 繍 榊 糊 糊   楙 ＊ 榊 繍

文 1．521 ．753 ，373 ．421 ．81L871 ．G21 ，012 ，42 糊 2，952 ．25 糊 2．822 ．45 2．52 ．42 ．26
16
　 　 S、D、063o ．690 ，92o ．840 ．730710 ．i40 ．09L121 ．06G ．740 ．550 ．850 ．870 ．590 ．65

繍 串 榊 繍 嫦 繍 楙

ヌ L39 槲 1．773 ，45 榊 3，772 ．02 桝 2．3｛ 1．02　＊ ＊＊ 1．112 ．63   3，6工 2，38 糊 2．911 ．93 鼎 2．222 、呂72 ．37
20
　 　 S．D． Q．67o ．710 ．88 0．5o 、670 ，80 ．150 ．311220 ．77O ．79o ．50 ．780 ．750 ．830 ．62

襯 ＊ 榊 粥 楙   斜 琳 淋 ＊

交 1．78L7 置 3．21   3．752 ．17 鮴 2．481 ，03 槲 L242 ，45 桝 3．852 ．642 ．681 ．66 槲 22 ．252 ．27
30
　 　 S．D．0．85D ．6星 1．090 ．580 ．75o ．790 ，16 0．5 正．18o ．470 ，62o ．6瓦 o．61o ，690 ．了10 ．7

榊 繍 襯 ＊ 槲

　　 ヌ
40

2．26   1．662 ．59 榊 3．842 ．322 ．391 ．03 楙 1，2！ L78 楙 3．952 ，55 ＊ 2．72L7 ＊ 1．952 ．162 ．22
S．D． 1o ．61 ．llo ，50 、87o ．810 ．160 ，44LO70 ．25G ，590 ．620 ．B0 ．760 ．73o ．64

楙 糊

　　 冥
50

2．34 糊 1．732 ．37 榊 3．82 ．14 ＊ 2．41 ．01 榊 L41 ．69 榊 42 ．562 ．591 ．48 蝌 ＊ 2．062 槲 2，33
S．D．0．88 0．81 ．140 ．640 ．890 、910 ．09 0．6o ．97 o0 ．70 ．640 ．57G ．630 ，70 ．77

襯 槲
广

林 槲 榊

　　 冥
60

2．25 鰰 L672 ．31 榊 3．唾 2．06 槲 2、561 ．工4 榊 1．63L η 榊 3．882 ．21 ＊ 2．33L46 蠏 22 ．06 林 2．38
S．D． 1．Q10 ．71 ．14 o．94Lo6o ．380 、69o ，940 ，47o ．760 ．810 ．540 ．7呂 G、84o ，8

槲 串   繍 榊 ＊

　　 文
70

2，28 ＊ 2．Ol2 ．28 桝 ＊ 3．322 ．34 ＊ 2，65Ll9 槲 1，731 ．82 榊 3．822 ．11 ＊ 1．91 、47 1，62 ．082 ．  4
S．D． 1．05O ．851 ．150 ．9蔓 1』 41 ．14D ．48 0．81 ．D9o ．550 ．790 ．79O ．69o ，61o ．790 ．77

＊ 糊 槲 楙

　　 冥
80

2．182 ．272 ，21　 寒 2．672 ．492 ．75L25 繍 1，812 ．【4 榊 3．32 ，031 ．771 ．21 糊 1．541 ．98 ．2．06
S．D，L150 ．98L3 ！ 置．18Lo9LO50 ．60 、891 ．28LO30 ，B90 ．8 ゆ．41o ．70 ．850 ．93

pく aoO1 ：　糊 　　　　　p く0，005 ：　堆 脚 P くO．Ol ； w pく0，05 ：　串
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各質問項 目の 年齢別
・
性別評定尺度値 の 平均値

・
標準偏差
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み る と，10 歳 と 16歳 お よ び 40 歳 と 80 歳 で は 性差は

み られ な い ．問 26の 「ア イ ロ ン か け，洗濯，つ くろ

い の 仕方 に つ い て 家族 の 人 か ら教 わ りま した か」に つ

い て み る と，男子 は い ず れ の 年齢で も L5 前後の値を

12

示す の に，
．
女子 は 2，0 を一ヒ回 る た め 全年齢で有意な性

差を示す．衣生活の こ ま ご まと し た こ とは女子 1 ，被

服 の し きた り伝承は男子に も家庭教育 され て お り，母

親 の 性別役割分業 の 考
．
えの 反映 と と れ る D

（608）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

各年齢男 女の 衣生活行動
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図 1．各年齢男女 の 衣生 活行動 （QLQ2 ）
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Q6 ： 季節に 伴 う出 し入れ は 自分 で

Q25 ： ア イロ ンか けなど被 服 の 手入れ は 自分 で

　 7e　 80

翩鞘
一Q6 男子

＋ Q6 女 子

一〇 − Q25 男 子

一◇ − Q25 女 子

図 3．各年齢男女の 衣生活行動 （Q6 ，　 Q25）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ壘 塗 子

　　図 2．各年齢男女 の 衣生活行動 （Q3 ，　 Q26 ）
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Q9 ；流 行 がきにな りま す か

Q13 ： 自分 の 個性 に合 っ た デザ イン 選ぶ よう配　　　　　　　　　　　　　　莅
図 4，各年齢男女 の 衣生活行動 （Q9 ，　 Q　13）
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　図 3 は，問 6 の 「自分 の被服 の 季節に伴う管理，出

し 入 れ は 自分 で し ますか」 と問 25 の 「ア イ ロ ン か け，

洗濯，つ くろ い などの 自分の被服の手入 れ は自分で し

ますか」 の 結果 を示し た もの で ある ．男子 に つ い て み

る と
， 問 6 は 10 ・16歳 間 で 有意 に 増 加 し 20 歳 で 最大

値 を，そ の後 30 ・40 歳問で有意 な減少を示す．問 25

は 10 ・16 歳 問，16 ・20 歳 間 で 有意 に増加 し 30 歳で

最 大値を，そ の 後 30 ・40 歳 問 で有意 に減少後ほ ぼ
・

定 となる ．女子 に つ い て み る と，問 6 は 10歳か ら 30

歳 ま で 有 意 に 増加 後横 ば い ，70 ・80 歳 問で 有意 な減

少 を示す．問 25 は 16歳 か ら最大値の 40 歳 まで有意

に増加後横ば い となる．30 歳か ら 40 歳に かけて男女

は 拮抗 した 変化 を示す．す なわ ち，30 歳 以降被服 の

管理 や 洗濯 な ど は 女子 が 行 うと い う性別分業が顕著 に

あらわ れた と考えられ る ．80歳 で は女子 がやや減少 ，

男子 が 増加す る こ と か ら，体力的に で きな くなる女子

や，季節に伴 う出 し入れをせ ざ る をえな くな っ た男子

が 含まれ て い る．

　図 4 に つ い て み る と，問 9 の 「外出着の 装 い を考え

る際 ， 流行が 気に な りますか」 よ り問 13 の 「外出着

を 選 ぶ 場合 ， 自分 の 体 つ きや 個性 に合 っ た デ ザ イ ン で

ある よ うに 配慮 し ますか」の方が 値が全年齢で 上 回 る

こ とか ら，男女 ともに 流行 より個性 を重視 して い る こ

とが 明 らか で あ る．問 9 に つ い て み る と，男 子 で は

16歳で 最大値 を示 し 16 ・20 歳問 と 20 ・3G 歳間お よ

び 40 ・50歳間で 有意に減少する．女子 で は ユ6 歳で 最

大値 を示すが ，16・20 歳問 と 20・30 歳問 お よ び 60 ・

70歳間で有意に減少する．流行 を気にする 1D 歳と 16

歳 で は性 差 は み られ な い が，70 歳 を除 く他 の 年齢で

は女子が流行 に 有意 に 敏感 で あ る ．問 ユ3 に つ い て み

ると 10 歳 を除 き有意な性 差が み られ る．男子で は 10

歳か ら 80 歳 に かけ て ゆ るやか に 減少す る．女子で は
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拠 2．5
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騙 1．510

．510
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　　　　　 年齢グループ

Q24 ：不 用 被服は リサ イクル や作り替え で再 利 用

Q27 ： 和服を自分 で着 ることがで きる

70　 80

輛疊 一Q24 男 子
一● − Q24 女 子
一ローQ27 男子

p．＝
Q27 女 子 ．i

図 5，各年齢男女 の 衣生活行動 （Q24 ，
　 Q27）

10・16歳 間 で有意 に増加後 さらに 40 ・50 歳問で 有意

に増加，そ の 後 60 ・70 歳問で 有意に減少する ．80 歳

で は ユ0歳 より値が小さ くな る。

　図 5 の 問 24 「不使用被服 は tJ サ イ ク ル や つ くりか

えで 再利用 しますか」に つ い て み る と男子で は 50 ・

60 歳 間で 有意 に増加 し 以後 L5 前後の値 を示す ．女

子で は全体的 に は加齢とともに増加傾 向を示す．30・

40 歳問が 有意に 減少する が 40 ・50歳間で 有意に増加

して い る こ とか ら，女子の 30 歳代は リサ イ ク ル に対

する意識が 高い と考え ら れ る．問 27 の 「和服 を着る

時，自分 で着る こ とが で きますか」 に つ い て み る と，

回答 「ま っ た くで きな い 」「か な り手伝 っ て も ら えば

で きる」「少 し手伝っ て もらえばで きる」「すべ て 白分

で で きる」 に ユ〜4 の 評定尺度値 を与え て い るが ， 男

女 と も に 20 歳値 が 1．5 に 満 た ず和服 を 自分 で 着 る こ

とが で きな い に 近い ．30歳お よ び 50 歳以降で は女子

が大なる有意差 がみ られ る，男子 で は 30・40歳 間 で

有 意差が み られ年齢 が 進 む と値が 大 きくな り，80 歳

で は 2．48 と な る．女子 で は 10 ・16 歳間 と 20 歳以降

70 歳 ま で 相 隣 る 年 齢 間 で 有意差 が み ら れ
，

10 歳 の

1．13か ら 80歳 の 3，68 まで 時代差が 顕 著で ある．現

在 20 歳 の 人が 80 歳に な る 頃 は，何 か 有効な 対策が と

ら れ な い 限 り，
こ の 右 上 が りの 数値 は 期待 で きな い ．

関東圏在住の 10歳と 20歳代の女了
一
約 300名を対象と

し た調査に よ る と
fi
　
1
，浴衣 を

一
人 で は着 られない の 回

答者が 約 60％，着 られ る が 19％ で あ る が 76％ が 浴衣

を所持 して い た，日本 の 民族衣装 と して の 和服 を自分

で 着 る こ と の で きる着装体験や着装法 の 伝授 が異 世代

か ら な され て い な い 現状 で は
，
21 世紀 の 衣 生 活 に お

け る 和服 の 位置 づ け は非常 に厳 しい ，日本文化と し て

の 和服を大切 に し伝承す る た め の 対応 が 家庭
・
学校 ・

地域の 場で必要と思わ れ る ．最近，ゆか た が 若者に流

行 して い る
Ei〕

こ とが
， 女子 に お け る 10 ・ユ6 歳問 の有

意な 増加 を生 じ さ せ た と考え られ る．こ れ に は ず み を

つ けて
， 若者 が和服 にな じみ そ の 良さを知 る

， 礼 装用

として で な く，気軽に日本 の 服飾文化 に接する機会を

作 る な ど の 対応 が 必要 で あ る．

　 図 1 と 図 3 で と らえ られた 20・30 ・40 歳男子 の ，

女子 とは異な る 衣生活行動 の 挙動に は い くつ か の 解釈

が あげ られ る の で ，以下 に記載す る．1）社会や 母親

の 「男子は被服の こ とな ど知らな くて も良い 」 とす る

社会規範として の 性別分業意識が働 き，女子が男子 の

分 まで して し ま う．2）配偶者の 選択要 因と し て ，格

好の 良さを若年女子が男子に求め ，そ の 中で も衣服選

択の 好み が最 も負荷が高か っ た
7 〕

こ とか ら，男子 も良

い 配偶者を得る た め に格好の 良さに 配慮 した 衣 生 活行

動を起こすが，結婚 し て 子供が 生 まれ る 30歳代で は

もは や格好の 良さへ の 配慮は不要とな り被服 に 関心を

示 さな くな る。3）現代 の 若年は 衣生活 がそれ以前の

世代 よ り豊か で ，着装の 楽 しみ を体験 して お り，彼ら

が 40 歳 とな る時は 自分 自身の 楽し み と して ，衣生活

に 閧心を持ち続ける者が 増 え，本報の 衣生 活行動 の 挙

動と は様相が異な る こ とも考えられ る ．4）仕事が 忙

しい 上 に給料が 銀行振 り込み の た め 妻に管理 され
， 個

性 に合っ た被服選択を自分 で した い と望 ん で い る が で

きない ．5）教育費が 増 し，被服費お よ び 履 き物 の 占

め る 比率が 日減 り
8 ）

する こ とか ら自己主 張せ ず妻 の 意

向に合 わせ て しまうな どである．こ れ らの 詳細 につ い

て は 追跡調査 に待た なけれ ば な らない が，解釈 は ど う

で あれ ，男子 に 代わ っ て 女子 がすべ て 衣生活全般 を担

当 ・
調整す る こ と は結果 的に は

， 1）中
・高年男性 に

衣生活の 関心 を失わ せ る．2）高齢社会 で 持ち続 け て

ほ しい 自立 へ の 意欲をな くさせ る．3）主体的に 衣生

活行動を起こす こ とで 生 じる 自分 の まわ りの フ ァ ッ シ

ョ ン へ の 関心や楽しみ を取 り去 っ て しまうこ とに なる ．

家庭科 の 男女共必修が 実現 し，ジ ェ ン ダー ・
フ リーな

教育実践 が うた わ れ て い る
9
覡 在，家庭教育に お い て

も衣生活の 主た る調整役と して の 母親 の 性別役割分業

意識 の 変革が必 要で あ る．父親 の 自立が子供 の 衣生活

行動 に影響 を及ぼ す
3
に とか ら も，父親 の 主体的 で 楽

しみなが らの 家爭 へ の 積極 的参加 が 問 わ れ て い る．

　  　因子分析 に よ る検討

　1） 因子 の 解釈

　男女 をひ とまとめ に し て 質問 25 項目 に つ い て 因子

14 〔610）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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表 4．衣生活に 関す る質問調査 25項 日の 因子 分析結果

　 　 第 1 因子

着心地 ・快 適性 の 考慮

　 　 第 2 因 子

体 つ きに 関す る 意識

　 　 　 第 3 因子

衣文化 ・
しきた りとそ の 伝承

　 　 　 　 第 4 因 子

衣生活行動の 主体性 ・格好 の 良さ

項 　 　 目
因　 了

一

負荷量
項 　　目

因　子

負荷量
項　 　目

因　子

負荷量
項　 　R

因　 子

負荷 量

着心 地 の よい もの を

　考慮

夏期の 快適性 を配慮

冬期の 防寒 ・保温 へ

　の 配慮

あ きの こ ない 長 く着

　 られ る服

流行が 気 に なる

　 　 　 脚 の 長 さが気 に な る
0．762
　 　 　胴の 太 さが気 に な る

O．715　腰の 太 さが気 に な る

　 　 　背の 高 さが気 に な る
0．699
　 　 　既製 服サ イズ 適 合す

　 　 　 る もの ある
0．601

一
〇．160

0．7610
．7520
．7420
．601

一
〇、167

外 出 着 と して和服 着用

ア イロ ン か け な ど被 服 の

　手人 れ は 自分で

和 服 を 自分 で 着
．
るこ とが

　 で きる

被服の 季節 に伴 う出 し入

　 れ は 自分 で

ア イ ロ ン か け
・
洗 濯

・
つ

　 くろ い の仕方 家 族 か ら

　 教 わった

不 用 被 服 は リサ イ クル や

　作 りか え で再 利 用

外 出 着 の 選択 は手 入 れ し

　 や す い こ とを考 慮

冠婚葬祭な ど被服 の し き

　 た り家 族 か ら教 わ る

O．599　自分 の 被 服 は 自分 で 選 ぶ

　 　 　衣 服 の 管理 出 し入 れ は 自分 で

O．552
　 　 　 ア イ ロ ン か け な ど被服 の 手 人

　 　 　 れ は 自分 で
O．543
　 　 　流 行 が 気に な る

　 　 　気 に入 っ た もの を動 きに く く
D．448
　 　 　 て も着 る

　 　 　 申 し分 の な い 被服，気 に入 れ

O．427　 ば高 くて も買 う

O．412

0．390

0．380

0．6850
．6250

．468O

．4160

．359

0．313

固 有値

寄 与率 〔％）

累 積寄 与 率 （％ ）

4．449　　固有値

40，0　寄与率 （％ ）

40．0　累積 寄 与 率 （％ 〉

Z．67124
．064
．D

固有値

寄与率 （％ ）

累積 寄与率 （％ ）

1．358　固有値

12，3　寄与・率 　@（ ％

76．2 　累 積寄 与率 （

） 0，

4 　

C0

，3 分 析を行 った 結 果 を 表 4 に示 し た ． 得 られた

1 〜第 4 因 子は 次 の通

であ る． 　第1 因子は問 21 「 外 出着を選 ぶ 場 合

着 心地 のよ いものという 事を 考慮 」， 問 23 「梅 雨

や 夏 の 外出に ついて 吸湿性， 通 気 性な ど 快適で あ

た め の 材 質やデ ザインに閼 する配 慮 」，問 22 「 冬

外出 着に つ い て 防 寒 や 保 温 の た めの 材 質やデザイ

に関 する配慮」 ，問 20 「外 出着のデザインを 考 え

場合 ，流 行 に 左 右 され ずあ き の こ な い 長 く 着 用で

るデ ザ インで
あ
るよう

配
慮 」 の 着 心地・通気 性・

温性 な どに関する項
目に負 荷が高 く，「着心地・

適 性 の 考慮」と解釈 さ れ た． なお問9 「外出 着の装

を 考 える際 ， 流行が気に な る 」 の第1 因 子 の因 子負

量はマ イナス値 を持つこ とから， 流 行 よ り着

地を 考 慮する行 動を 起こしてい る ． 　第2 因子は問

「 外 出 着 のデ ザ イ ンを考え る場 合， 脚 の 長さ が 気にな

」 ，問 17「 胴 の太さが 気 になる」 ， 問15 「腰の太

が 気にな る」 ，問14 「 背の高さ が 気 に な る」の

目に 負 荷が 高 く，「 体 つき に関 する 意 識 」 と 解釈

れ た ． な お 問 12 「 外 出着とし て既 製 服を 購 人 し

う と す る 場 合，既 製 服サイズ で 自 分 の体 に 適 合 す

」 の 第 2 因子の 因 子 負荷 量は マイ ナ ス 値 を 持つ こ

から，既 製 服サ イ ズ が身体 に合 わ な

こと で体つき を意識す る 人が い る と推察される ．

@第 3 因 子 は 問 4 「外出着 とし て 和 服 を 着用 」 ，問 2

「 ア イ ロン か け，洗 濯， つくろ いな ど の 自分 の 被服の

闢  黷 ﾍ 自分で 」，問27 「和服を 着る 峙 自 分で 」 ，問

「自 分の 被 服 の 季節に伴 う管理 ，出 し 入 れ は 自 分 で

， 問 26 「アイ ロ ンかけ， 洗濯 ，つくろいの 仕 方に

い て 家 族の人 から 教わった」， 問24 「不使用被 服

リサ イ クル や つ くり かえ で再利用」，問 19 「外

着を選 ぶ 場合 手 入 れし やす い と い うこと を 考 慮」

問 3 「冠婚 葬祭などで の被 服のしきた りに つ い て

族 の人 から 教 わっ た 」の，被服 の手入れ管理 ・和

着用 ・ リサ イ ク ル・しき た り な

の項 目に負 荷が高く ，「衣 文 化・ し き た り と そ

伝承」と 解 釈され た ， 　第 4 因 子は問 2 の 「自 分

被 服は 自分で選 んで購 入」 ，問6 「 自 分の被 服 の季

に伴う管理 ， 出し入れ は自分で」 ，問 25 ， 問9 「

出 着 の 装 い を 考 える際， 流行が 気に な る 」 ， 問 1
u 外 出着として格 好良 く

気
に 入 っ た デ ザイ ン な ら 着用

に 動きに くい デ ザ イ ンであ って
も 着用」， 問 10

鼕 O 出 着として 申 し分 の ない被 服 が店 頭 に． 気
に

っ た場 合 購 入 」 の ， 外 出 着の 装 い を 考え る際， 自

で被服の乎 れ・

行が気
に
なる ・ 個 性 に 合っ たなどの 項 目 に 負荷が高 く ， 「衣 生
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表 5．4 つ の 因子 の 年齢別
・
性別 因子得点 の 平均値 ・

標準偏差

因 子 第咽 子 第2因子 第3因子 第4因子

年齢 M 　 　　 　　 　FM FM FM F
一一
X 一

〇．61 一
〇．77 一

〇．28 榊 ＊  ．L2 一
〇．77 糊

一
〇．57 一G．46　 ＊ 一

 ．23
冒0SD

． 0，78 0．84O ．58 o．930 ．4 0．37o ．？41D ，72
鰰 ＊ 糊 ＊ 辮 ＊＊ ＊ ＊ 糊

16

一
X 一

〇．59 o．45 一
〇』 2 糊 o．71 一〇．6生 ＊ ＊ ＊＊ 0，25一 　 寧．一ゴ

S．D． 0、810 ．790 ．96 o．98O ．5
一
〇．43．．．−

　o，440 ．59
0．440
．65

．
槲 楙 ＊ 榊 糊 ＊＊ ＊ ＊

一
X 一

｛｝．45 榊 D 一・0．2 ホ 楙 o．48 一
〇．46 桝 0．Ol0 ．24 糊 o．69

20S
．D． 0．89i 　 o．7且 0．83． o．Blo ．51 o．510 、77　　　　 0．56

＊＊ ＊ 雰 紳 ＊ 糊 ＊ 　　
≒
　　　　　 ＊　　　　　　1一

X 一〇．D31 ＊　 0．22 一〇』 5 糊 o，26 司 ．43 桝 0．350 ，03 糊 o．68
30S

．D．6「証
一

0，810 ，74 O．84O ．45 0、5＆ 0，83 o．46
＊ 糊

一
X0 ．至3　　　 　　 0、31 一

〇．1ZI 蠏 I　 o．3 一
〇．岨9 糊 σ．39 一

〇．59 桝 0．64
釦

S．D． 0，81　　 10 、740 ．88．　　　 ヨ　 0．86O ．51 O．55O ．74i　　　　 o、44
＊

一
X0 榊 ＊　　 D．44 一

〇，18：＊林 O．13 一
〇、48 鰰 0．55 　　　．−o．了3．＊＊＊＊ D．62

50S
，D． 0．92　　　 　　 0．770 ．84 α．84o 、48 Q．670 ．68 o．42

1
＊ 繍 槲

60

一
X0 ．1　 脚 　

I
　 O．41 一

〇．14　 ＊　
1

　 0．18 一
〇、29．牌 ＊ ＊　　0、89 一

〇．89   0．31
S．D． 0．84　　 　　 　 0、720 ，85．　 　　　 　 1．080 、62　　　　　 0．770 ．65　　　 1　 0、63

1
　　　　　 榊 ＊＊ ＊＊＊ ＊

一
X0 ．18　 ＊＊ ＊ 　　 　 51　　　　　一 一

〇．34．　　 1 −0．2 一
〇．2．料 ＊ ＊

I
　 LI9

　　　　　　　．−O、89 ＊ ＊牌 1 −O．06
70S ．D． 0．92 宀万 0，761

一．
　 o，89o ．6♂ 0，86O ．79　　　　 0．58

榊 　
1 1

　 ＊＊ ＊ ＊

80

一
Xo ．02 ＊林 ＊ 0．52 一

〇．74 糊
一
〇．34 一

〇．02 蠏 1．2 一
〇．85　 料 ＊

一・o，45
S．D． 0、9　　　　　 0．73

セ
0．61 　 0．8O ．55 o．s3o ．88 0、81

P ＜0、001 ：　楙 曝 P 〈0．OG5 ： ＊＊＊ p〈0．01 ： 林 P＜ 0．05 ：　＊

1．41

．2i

腹8e

．6

嘆
o・4

津　…

図　  

一c．2

一〇．4

騨o．6

一
〇．8

一’110
歳　　可6歳　20 歳　　30歳　　40歳　　50歳　　60耀 　　70畿　　ao歳

　　　　　　 年齢グル
ープ

［三≡第 ・壁 ．
噂 籃2 因子 　幽→ 啣・第3因子 　一ゆ 一

篇 4図子

図 6．男子の年齢 グ ル
ー

プ別 因子得 点

主体性 ・格好 の 良さ」と解釈 され た．第 4 因了
・まで の

累積寄与率は 84．3％ で あ る ．

　各 グ ル
ープ ご と に 因 T一得点 を 求 め ，分散の 検定後，

平均値 問の 有意性 の 検定 に よ り， 男女別 に相隣 る 年齢

間 で 比較 ，つ ぎに各年齢 ご と に男 女間で 比較 し検討 し

た、

　2）　各因子 の 因子得点

　表 5 に は得 られた 4 つ の 因 子 に つ い て ，年齢別性別

因子得点の 平均値 ・標準偏差 を示 して い る ，また平均

値問 の 差 の有意性 の 検定結果 を付 記 した ．

　図 6 は男子 に つ い て 4 つ の 因子 の 因子得点 を各年齢

グ ル ープ別に示 した もの で あ る．こ れ に よ る と，第 1

因子で あ る 「着心地 ・快適性 の 考慮」 の 因子 は
，
20 ・

30 歳間で 有意 に増加す る．第 2 因子 で ある 1体つ き

に関す る意識」は 10 ・16 歳 間で 有意 に 増加 し 16 歳 で

最大値 に達する．16 ・20 歳 問 で 有意 に減少す る が そ

の後，30 ・40 歳 聞 で 有意に増 加 し男子 で は 再度体つ

き意 識 が 高まる ．その 後 70 ・80 歳 で 有意 に 激減す る，

40 ・5G ・6  歳値は ユ6 歳値に次 い で 大 きい 値 を持 つ こ

と か ら 男子 で は 40 ・50 ・60 歳の 体 つ き意 識が高い ．

口本肥満学会 に よ る と BMI （Body 　Mass 　Index ：体重

kg／（身長 m ）う で 26．4 以 上 を肥 満，24．2 以 一ヒ 26．4

未満を過体重 ，19，8以 ヒ24。2 未満 を普通，19．8未満

をや せ と判定 して い る
L：〕．平成 8 年度国民栄養調査の

男 了
・
平均 値 を み る と，20 歳値 が 22．1 だ っ た の に 30
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図 7．女子 の 年齢 グ ル
ー

プ別因子得点

歳値 が 1．1 増加 し 23．2 に
，

40 歳
・50 歳値 は 23．4，

60歳値 は 23，0で あ っ た．また男子 の 30 歳 〜60 歳 は

過 体重 ・
肥 満 を 合 わ せ る と各年齢 男子 の 34−i39 ％を

占 め て い た
1°）．本 調査 の 男子 の 体 つ きに 関す る 意識の

因子得点 の 増加 は 30歳か ら太 り気味 の 男性が増 える

こ との 反映と考えられ る ．第 3 因子 の 「衣文化 ・しき

た りと そ の 伝承」で は 20 歳 まで 有意 に増加しそ の 後

50 歳 まで ほ ぼ
一

定とな るが ， 50 ・60 歳 問で 有意 に増

加 ，そ の 後 も加齢 と 共 に増加す る．特 に 第 4 因 子の

「衣生 活行動 の 主体性 ・格好 の 良さ」は，10・16歳間

で 顕 著 に増加 後 ， 16・20歳で は ほぼ
一

定値を示 し，

30 ・40 歳 問 で 有意に 減 少，そ の 後 も加齢 ととも に減

少 す る．こ の こ と か ら男子で は，30歳か ら 40 歳に か

け主体性 の な い 他人 に頼 っ た衣生活行動に 大 きく変化

す る．

　 図 7 は 女子 に つ い て
， 同様に み た もの で あ る，こ れ

に よ る と
， 第 1 因子 の 「着心地 ・快適 1生の 考慮」 は，

30歳 まで 有意 に増加，そ の 後 も増 加傾向を示す．第

2 因子 の 「体 つ きに 関す る 意識」は 10 歳 ・16歳間で

有意に増加 し ユ6 歳で 最 大値 を示す．それ以降 30歳 ま

で 有意に減少，さ ら に 60 歳 ・70 歳問 で 再度有意 な減

少を示す．な お ，小学生女子 の 衣 生活行動 の 調査 に よ

る ど
ユ’
，自分の 体 つ きに 関心を持つ 人 の 比率は ， 小 学

5 年生 で 67．8％ な の が ，6 年生 で は 75。7％ と有意な

増 加が認 め られ て い る．さら に 16歳 グ ル
ープ に 相 当

する高校生 で は気に す る度合い が高 まる と考え られ る．

第 3 因子 の 「衣文化 ・し きた りとそ の 伝承」は 10歳

値
一1．57 か ら 80 歳値 1．2 まで 加齢に伴 い 際 だ っ た 増

加 を示す、30 ・40 歳間と 70 ・80歳間 を除 く相隣 る年

齢間に は有意差が み られ る．図 7 か ら もわ か る よ うに
，

衣生活 の 中 で 特に衣文化 ・
しきた りと その 伝承 は時代

差や 生活環境の 変化が 影響 し，年齢差 が 最 も顕著 で あ

る．日本人 と して 長 い 歴史 の 中 で 培わ れ て きた もの を

21 世紀 の は じめに もう
．
度 見 直 し，い つ まで も変 わ

らず大切 に伝 える もの は何 か を見極 め，対処 する こ と

が 重 要 で あ る ．

　第 4 因子 の 「衣生活行動 の 主体性 ・格好の 良さ」は，

10・16歳問 と 16・20歳 問 で は顕著 な増加 を示 し積極

的 な 衣生活行動を起 こ すが，30 歳 ・40 歳 ・50歳で は

ほ ぼ一
定値 を ， それ以降はい ずれ も有意に減少 し消極

的に な る ．女子 の 場合 ，4 つ の 因子 はい ず れ も 30 ・

40 歳 問 で は 有意差 が み られず衣 生活行動が 安定 し て

い た．

　各因子 の 性差 に つ い て 表 4 を み る と，第 1 因子 は

10歳，16歳，40 歳を除 くすべ て の年齢で
， 女子 が 大

な る 有意 な性差が 求め られ た．第 2 因子 は ，70 歳を

除 くす べ て の 年齢で ，有意な性差が認め ら れ ，男子 よ

り女子の 値が 大きい ．第 3 因子 と第 4 因子 は ，す べ て

の 年齢で 女子が大な る有意な性差が み ら れ た．

　3）　各因子の現状 と対応

　10歳か ら 98 歳に わ た る 日本人 の衣生活行動の 中で
，

40％ の 寄与率で 第 1因子 と し て，着心地 ・
快適性 が 位

置 づ けられた こ とか ら，着用者 の 立場 に 立 っ た高品質

の 着心地 の よ い 被服へ の 要望の強い こ と が 示唆 された．

それ に対応する ため に は着心地研究の促進や，着心地

に配慮 した被服 の 設計 ・提供が 求め ら れ て い る．独居

高齢者と 家族 同居 高齢者 を比較 した 岡闇の 報告 に よ る

と
’Z／

，ウ エ ス トの ゆ る め の 服 へ の 配慮は 独居者 の 方が

男女共に有意に少な く，着心地 の よ い 服へ の 配慮 は独

居男子 で 有意に 少 なか っ た ．三世代同居で あ っ て も高

齢者の得て い る情報量は少な く情報源 も限 られた範囲

か らだけで ある
／3）a とが報告 され て い る こ と か ら，独

居高齢者は今 まで の 衣生活 の ス タイル を保守 しが ちで ，

着心地 よ い 被服に 関する情報 も得 に くく新 しい 情報 に

取 り残 され る こ とが 予測 さ れ る．こ の 解 決策と して 家

族員 の 異世代や ，家族に代わ る コ ミ ュ ニ テ ィ
ー

の 仲 間

との 衣生活惰報の 交換が大切で ある ．新素材や機能を

付加 した着心地 の よい 製 品 や 豊富な デ ザイ ン 情報を入

手 し，

一
人
一

人が積極的に 衣生活の 向 ヒを図 る こ と が
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図 8．ウ エ ス トと衣生活行動 （男子）

一

一．

一

71Q十8Q

一」一一

；

重要と考え ら れ る ．また イ ン ターネ ッ トを介 した入手

も今後 の 衣環境 整備 と して重視され る ．

　第 2 因了
一と して ，体 つ きに 関する意識が 抽出 さ れ た

こ とは，日本人 の 衣生 活 の 中で 体つ きが か な り重視さ

れ て い る こ と を示 唆 して い る，表 3 の 問 14 「背が 気

に な る 」 と 問 16 「脚 の 長 さが 気 に な る 」 の 評定尺度

値 に つ い て み る と，最大値 を示す の は ，男 女 とも に

16歳 で あ っ た．こ の こ と は か な り体 つ き意識 が 若年

齢化 して い る こ と を示 して い る．健全な体つ き意識形

成 へ の 配慮
131
が 必 要 で ある ．ま た 60 歳 まで は脚の 長

さの 評定尺度値 が 背の 高 さ よ り大 きい ．表 4 の 体 つ き

の 因子負荷量 をみ る と，男女共 に背の高さよ り脚 の 長

さ に負荷が 高 くな っ て い た．こ れ らか ら現在流行 して

い る厚底で ヒ ール の 高い 靴は，脚を長 く し た い と す る

若者 の 欲求があ らわれて い る と考 えられ る．つ ぎに 男

子 の 体 つ き意識 に つ い て 詳 しくみ て い くこ と にする．

　図 8 は問 ユ7 の 「外出着 の デ ザ イ ン を 考 え る 場 合 ，

胴 の 太 さが気 に な る」 と 問 8 「外出着の ウ エ ス ト （胴

囲）の 部分 の ゆ る み 量は 」 に 着 目 し，自己 の ウ エ ス ト

意識 と衣生活行動に閾 し男予に つ い て示 した もの で あ

る．なお こ こ で い う男子の ウ エ ス トは腸骨稜の 上 に お

け る 周径，下胴囲で あ る t 横軸に年齢 グ ル
ー

プを縦軸

に ウ エ ス トに 関する質問項 目の評定尺度値を示 した ．

また 上部は，人間生活工 学研究セ ン ターの 人体計測デ

ータ
111

を 用 い て 図示 し た．問 ユ7 の 胴 の 太 さ が 気に な

る の 得点は ，40 ・50歳問 で や や 高く，こ の 年齢で は

問 8 の ウ エ ス ト部分 の ゆ る み 量を少なめ に配慮 して い

る．男子 の ウ エ ス トは 40 歳 ・50 歳 で は 30 歳の 平均

値 と 比べ 4crn 程増加 して い る．こ の こ と か ら も，
ウ

エ ス トの 増大を気に して ぴ っ た りめ の 着装行動を して

い る こ と が 推察 さ れ る．男 子 で は BMI が 20 歳 か ら

30歳 で
一

気 に L ！増加 し太 り気味 の 人が増 え，体 つ

きを気 に して ，ウエ ス トは ぴ っ た り とゆるみの 少ない

もの を着用 しよ う と行動 して い る特徴 が み られ た ．男

子の ウ エ ス ト値が健康の 指標 として 有用 な こ とが報告

さin．15／て い る こ とか ら，　 H常 的な個 人 レベ ル で の 健康

指標 と して ウ エ ス ト値を利用 し，着用 ズ ボ ン の ウ エ ス

トが きつ くな っ たら，生活 を考え直すチ ェ ッ ク が必要

で ある．

　第 3 因子と して 衣文化 ・しきた りと そ の 伝承が抽出

された．着装体験す る こ とで和服 の 良さを知 り，日本

の 衣文化 ・衣生活 の 知恵 を大切 に し，それ らを再認識

し伝承す る．年齢を問わず男女が共 に教え ， 学び ，互

い に楽 しみ ，家族 を越え て コ ミニ ュ ケ
ー

シ ョ ン を図る

共生 の 場が，感性豊かな衣生活に も求め られ て い る ．

平成 12年度厚生 白書に よ る と，21 世紀の 高齢社会を

迎 え る にあた っ て，ヤ ン グ ・オ
ー

ル ドに積極的な社会

参加をすすめ る対策が とられ て い るが
L6〕
，こ の 因子 に

か か わ る伝承 に おい て も元気高齢者の 活躍が期待で き

る ．

　第 4 因子 として 衣生活行動 の 主体性 に 関す る意識 が

抽出さ れ たが，団塊ジュ ニ ア男子 の 衣生活行動 は か な

り積極的で ，主体性を持ち，性別分業意識 も薄 く， 男

女が共 に 衣生活行動を楽 しむ傾向が み られ る．各家族

員が 自分の 立場 を自覚 し ， 認識 し
， そ れ ぞれ の 個性 を

大切 に して 自立 し， 家事に楽 しく積極的 に参加す る こ

とが望 まれ る．個性 を尊重 し た 主体的な衣生活行動は，

生 活 に 変化 と潤 い を 与え，高齢者 に と っ て 自立 の 意欲

や 生 きが い を生 み 出 し，健康 で 心豊かな営 み へ つ なが

っ て い く．

　高齢者自身の 身体機能 の 変化 や 家族構成員 の 変化，

住環境の 変化 な どで 高齢者 の 衣 生 活 は 急変す る 可能性
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を秘 め て い る ．独居を余儀な く さ れ た り， 自分 で す べ

て を行わ なければな らな くな っ た場合，主体的に行動

で きない 男性 は ス トレ ス とな っ て，豊か さとはかけ離

れ た衣生活を過 ごす こ と に な る ，それ らの 環境変化 に

柔軟に 対応 で きるため に も ， 従来 の
， 性別役割分業意

識 に とらわれな い ，生活能力の 習得 ・保持が求め られ

る．その ため に は，男女共に入間として 主体的に かか

わ れ る 下地と して の教育，母親の子育て意識の 変革，

父親の 主体的家事参加，高齢者 の 衣生活の 自立 の ため

の 環境整備などが今後重要 に な っ て くる．男性の 単身

赴任や単独世帯の 増大に よ る衣生活自立の必要，母親

の 社会進出，家族制度に裏付 けされ た家族規範と して

の 女性 の 犠牲 の 基 に立 っ た性別分業意識 の 衰退 ， 個性

尊 重 の ラ イ フ ス タ イ ル
，
21世紀 の 家族像や価値観

生 き方 と て ら して 改革して い くこ とが必要で ある ．

　 4．ま と め

　本研究 は
T 各家族員が健康 で 生 き生 きと心豊か な衣

生活 をす ごせ るよう，衣生活 の 向上をはかるため の 基

礎資料を得る こ とを目的と して い る．衣生活 に関す る

質問 紙調査 を実 施 し，10 歳 〜98 歳 に わ た る 男 女

2，179名の 回答を得た．衣生活行動の 現状 をとらえ る

ため に ，質問 25項 目を解析 した．回答 を 1〜4 の 評定

尺度値で 変換 し，10歳 〜80歳 の 年齢 グ ル
ー

プ に 分 け，

各項 目 の各年齢別 ・男女別平均値 を求 め 検討を行 っ た．

また 25 項 目を因子分析 し，得 られ た 4 つ の 因子 の 因

子得点 の平均値 に つ い て も検討 した ．主 な結果 は 次 の

通 りで ある．

　 1．各質問の 評定尺度値の 検討か ら，男女 ともに 流

行 よ り個性重視の 衣生活行動 を起 こ して い た．男子 は

40 歳以 降性別分業意識が働 き，衣服の 選択や 管理 を

女子 に たよ り自立 して い ない ．母親は被服の し きた り

は 男子 に も教育す る が ，家事に 関 して は 女子に 教育 し

母親の性別意識が反映 して い た．和服に 関す る 知識 は

若年 で は大変少 ない こ とか ら，衣文化伝承 へ の 対応 が

必 要 と考え られた．

　 2．因子 分析 で 求め られた第 ト 第 4 因子 まで の 累

積寄与率は 84．3％で あ っ た．

　 3．as　1 因子 「着心 地 ・快適性 の 考慮」 の 因子得点

は ， 男女 とも年齢が進むにつ れ増加 して い た．こ の 因

子 は 40％ の 寄与率 を持 つ こ とか ら，着用 者 の 立 場 に

立 っ た着心地の よい 被服の 提供が 求め ら れ て い る こ と

が 明ら か に な っ た．

　 4．第 2 因子 「体 つ きに関す る意識」の 因子得点は ，

男女 と も 16 歳 で 最大値 を示 す，女子 は年齢 と と もに

減少す るが男子 は 40〜60歳で再度増加す る．因子負

荷量 は 脚 の 長 さが 最 も大 き く，それにつ い で
， 胴 の 太

さ ， 腰 の 太 さ
， 背 の 高 さの 順 で あ っ た．男子 は 太 り気

味 に な る 30歳以降 ， 体 つ きを気 に して
， ウエ ス トは

ぴ っ た りとしたゆるみ の 少ない もの を着用 しよ うと し

て い た．

　 5．第 3 因子 「衣文化 ・しきた りとそ の 伝承」 の 因

子得点は，男女 とも加齢に伴 い 増加す る．また性差が

顕著で あ っ た ． 4 つ の 因子の 中で 最も世代差が大きか

っ た こ とか ら，和服着装や 冠婚葬祭な どの衣文化伝承

が早急に必要で あ る こ とが明らか に な っ た．リ サ イ ク

ル な ど の 生活の 知恵も含め若者へ 伝承する た め の 高齢

者の 活躍が 期待 さ れ る ．

　 6．第 4 囚子 「衣生活行動 の 主体性 ・格好の 良さ」

の 因子得 点 は有意 な性差 ， 世代 差を示 した ，男 子 は

20歳 か ら 60 歳に か け減少 し て い た．こ れ は性別分業

意識 が働 い た こ と に よ る と考え ら れ た．衣服の 選択 を

女子 に頼 り，衣生活に無 関心 で 自立 して い ない 現状 が

明 らかにな っ た ．

　 7．女子 は 全年齢 を通 し て 4 つ の 因子 とも男子 よ り

因 予得点が高 く， 積極 的な衣生活行動 を起 こ して い た ，

各家族 員 の 個性 を尊重 した主体的な衣生活行動が，衣

生活 の 自立 に，さら に 高齢者 の 健康で 心豊 か な営み に

つ ながる と考え られ る ．

　調査 に ご 理解 と ご協力 を頂 い た皆様 に深 く感謝 し，

心 よ りお礼 を申 し上げ ます．
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